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http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/seisaku/seisaku_4/shien/02_kyoiku/
index.html

森　透 研究会チーフコーディネーター
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■EFAとノンフォーマル教育
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■学校教育とノンフォーマル教育
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宮原光）
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報告：筒井哲朗さん
　　　特定非営利活動法人　シャプラニール
　　　＝市民による海外協力の会

執筆：森　透
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「自分で料理ができるから、稼い
だお金が、少しは手元に残るよう
になった」

「水浴びをしてきれいになったら、
町の人に嫌がられなくなって親切
にされた」
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報告：津嘉山奈央子さん

　　　特定非営利活動法人　アフリカ

地　　　域開発市民の会（C a n D o）

執筆：森　透

大
工
仕
事
を
身
に
つ
け
て
一
人
前
を
め
ざ
す
。
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先
生
の
太
鼓
で
、
エ
イ
ズ
デ
ー
に
参
加
す
る
踊
り
の
練
習



21



22

　ストリートチルドレンとは誰

　ストリートチルドレンを生む背景

　ストリートチルドレンの暮らし
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●何のために何のために何のために何のために何のために

□なぜノンフォーマル

　教育が必要か

□

●誰に誰に誰に誰に誰に

What for

To Whom
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□

●いついついついついつ

guidelines

When

Where
●どこでどこでどこでどこでどこで
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●何を何を何を何を何を

What



27



28

子どもへの働きかけ

働きかけ（例）
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By Whom

How
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Overall
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子どもの家族へ

政府へ
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＜註＞
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http://www.ne.jp/asahi/child/rights/everybody/olal/olal_pamphlet.html
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報告：

執筆：森　透
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学習の支援をする王さん



43

親
子
の
居
場
所
づ
く
り
も
行
っ
て
い
る
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進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
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少数民族とは

困難な状況に置かれる要因
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What for

　　　　

< 公教育が抱える問題 >
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●何のために何のために何のために何のために何のために
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To Whom

□子どもたちの背景、ニー

　ズ、周囲の環境を把握で

　きているか



51

□少数者への配慮をして

　いるか

When

□学習者が通いやすい時

　期、時間帯か
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□柔軟な期間、時間数が

　設定されているか
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□子どもが通いやすい

　場所にあるか

WhereWhereWhereWhereWhere

WhatWhatWhatWhatWhat
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By WhomBy WhomBy WhomBy WhomBy Whom
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HowHowHowHowHow
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ノンフォーマルの特　

　性が活かされているか

OverallOverallOverallOverallOverall
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Adult Education and Development

 Indigenous and Tribal Children: Assessing child labour and education

challenges (ILO Working Paper)

An Introduction to Indigenous Education in East Africa
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戦
車
の
横
を
通
学
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グ
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紛争の定義
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□なぜノンフォーマル

　教育が必要か

What for
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□

To Whom



74

When

Where



75



76

What
●何を何を何を何を何を
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By Whom

How
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Overall
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The Role of Education in Protecting Children in Conflict

The Role of Education in Protecting Children in Conflict

＜註＞
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□

What for
●何のために何のために何のために何のために何のために

●誰に誰に誰に誰に誰に
To Whom

●どこでどこでどこでどこでどこで
Where

□

□

●何を何を何を何を何を
What



85

□

●誰が誰が誰が誰が誰が
By Whom

□

●どのようにどのようにどのようにどのようにどのように
How
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●そしてそしてそしてそしてそして
Overall
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２．住民参加型学校運営ワークショップ
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３．教育セクター分析・教育プロジェクト評価手法ワークショップ

４．住民組織能力強化手法ワークショップ
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教育協力ＮＧＯネットワークの概要教育協力ＮＧＯネットワークの概要教育協力ＮＧＯネットワークの概要教育協力ＮＧＯネットワークの概要教育協力ＮＧＯネットワークの概要

Japan NGO Network for Education (JNNE)
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　　代表　　　　片山信彦　　（特活)ワールド・ビジョン・ジャパン　　　　　

副代表　　　手束耕治　　（社）シャンティ国際ボランティア会 　　

　　　　　　峯村由香　　（特活)幼い難民を考える会　　　　　　　　　　

運営委員　　森透　　　　（特活)ラオスのこども　　　　　

　　　　　　永岡宏昌　　（特活)アフリカ地域開発市民の会 　　　

　　　　　　吉川次郎　　日本民際交流センター　　

　　　　　　蜂須賀真由美　　（特活)日本国際ボランティアセンター
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教育協力NGOネットワーク(JNNE)団体会員リスト（2004年 3月現在、五十音順）
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URL  E-mail
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URL  E-mail
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　2003年度　教育協力NGO研究会　決算見込

　　　　　社団法人シャンティ国際ボランティア会
　　　　　　　　　　単位：円

　　区　分 　　　　　　　　　　予算 　　決算見込
１、研究会開催費 　　　　　　　　　　　　 　　
２、住民参加型学校運営ワークショップ　　
３、教育セクター分析・評価手法
　　ワークショップ　
４、教育事業におけるジェンダー配慮
　　ワークショップ 　　　　　　　 　
５、住民組織能力強化手法ワークショップ
６、印刷製本費
７、事務局経費 　　　　　　　　　　　
事業費　計　（Ａ） 　　　　　　　
事務管理費（Ａ）*10％

再　　　　計 　　　　　　

消費税（５％）

合　　　　計

100

699,360
390,000
193,440

507,490

770,200
830,000
1,800,288
5,190,778
519,077

5,709,855

285,492

5,995,347

715,964
385,046
187,629

480,075

686,509
830,000
1,800,288
5,085,511
508,551

5,594,062

279,703

5,873,765








